
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「自走する子ども」 

                                         旭川市立新富小学校     

校長 工 藤  真   

「自走」という言葉をご存じでしょうか。自転車や自動車が自分の力で走るように、教育の世界でも「自

ら考え、自ら判断し、自ら行動できる子供」を「自走する子供」と表現することがあります。 

 社会が急速に変化する時代を生きる子供たちには、誰かから指示されるのを待つのではなく、自ら課

題を見付け、考え、行動する力が求められています。本校でも、そのような力を育てることを大切にしていま

す。 

 しかし、自走する子供を育てることを、「子供に任せること」と勘違いしてはいけません。自転車に初めて

乗る子供を思い浮かべてみてください。最初から一人で乗れる子はいません。保護者が後ろから支え、声

を掛け、転んだら励ましながら練習を重ねます。そして、少しずつ支える手を離していくことで、自分の力で

走れるようになります。 

 教育（子育て）も同じです。 

「宿題やったの？」 「明日の準備は大丈夫？」 「今日はどんなことがあったの？」 

そんな日々の関わりは、決して過干渉ではありません。子供が自分で考え、行動できるようになるための

土台づくりです。 

 

 近年は、「自主性を大切にしたい」という思いから、家庭での関わりを控えめにする傾向も見られます。

しかし、自走できるようになる前に手を離してしまえば、子供は進むべき方向を見失ってしまいます。大切な

のは、「やってあげること」でも「放っておくこと」でもなく、「できるようになるまで伴走すること」です。子供

たちは、安心して挑戦できる環境の中で少しずつ力を付けていきます。そして、成功や失敗を経験しながら、

やがて自らの力で歩み始めます。５年生の宿泊研修や６年生の修学旅行は、そんな「自走する子供」の力

が試される場面でもあります。 

 私たち大人の役割は、いつまでも子供を引っ張ることではありません。子供が自分の力で前に進めるよ

う、必要な時に支え、励まし、見守ることです。学校でも、子供たちが「言われたからやる」のではなく、「自

分で考えて行動する」姿を目指して教育活動を進めてまいります。ご家庭におかれましても、ぜひ日々の対

話や関わりを通して、子供たちの「自走する力」を育んでいただければ幸いです。 

 子供たちが大人になったとき、親や教師がそばにいて指示を出し続けることはできません。だからこそ

今、私たちは「言われたことをする子」ではなく、「自ら考え、自ら行動できる子」を育てなければなりませ

ん。そのためには学校だけでなく、家庭での関わりが欠かせません。子供たちの未来のために、共に伴走し

てまいりましょう。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子どもの育成』 



本校では今年度より教育活動に
対して年間２回（７月･１２月 昨年度まで１２
月の１回実施）の「教職員・児童・保護者アン
ケート」を行い、改善点や課題等を明らかにしな
がら教育活動を推進していきます。
つきましては、後日「保護者アンケート」のお

願い文書を配付します。ご理解とご協力をお願い
いたします。


